


















要約:第 1 子の出生年数および流産・死産割合は、昨年度と同様に、居住階の上昇に伴い

顕著な増加を示した。影響因子と推測していた喫煙および飲酒の要因では、現在のところ

明らかな影響はみられなかった。しかしながら、それらの因子以外に上記の影響を助長し

ている原因の探究は、今後の課題点である。また、本年度の新知見として、人工中絶の割

合では、妊婦の喫煙および飲酒、配偶者の喫煙習慣との間に間接的な関連性がみられた。

さらに 24 歳以下での高い喫煙割合も今後の重要な問題点である。


